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我
圃
の
営
面
す
る
金
融
問
題
ミ
今
後
の
金
融
政
策

鈴

木

岡リ

目

号先

四=一一

我
園
経
済
唄
朕
の
分
析

今
後
の
見
透
し

件
7
後
の
金
融
政
策

結

語

講
和
保
約
の
食
放
も
間
近
に
氾
り
我
闘
は
愈
々
近
〈
濁
立
岡
家
具
し
て
再
問
委
す
る
諜
で
あ
る
が
、
戦
争
に
敗
れ
大
き
な
傷
手
を

受
け
た
我
闘
が
樹
立
国
家
と
し
て
ス
タ
ー
ー
す
る
に
付
い
て
は
各
方
面
に
困
難
な
る
問
題
が
、
山
積
し
て
居
る
事
は
嘗
然
で
あ
り
、

此
離
は
金
融
界
も
勿
論
共
例
外
で
は
た
い
。

虚
で
今
後
我
闘
の
常
国
ず
る
金
融
上
の
諸
問
題
を
検
討
す
る
に
首
つ
て
は
先
十
最
初
忙
我
園
経
梼
の
現
献
を
色
々
の
角
皮
か
ら
分

析
し
共
大
要
を
把
握
し
て
誼
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
且
わ
れ
る
の
で
先
中
最
近
の
解
消
情
勢
を
概
観
す
Z
事
と
す
る
。

-
三
月
に
大
昔
-
一
に
買
付
け
ら
れ
た
翰

二
十
六
年
春
米
闘
ぞ
護
端
と
し
て
始
ま
っ
た
吐
非
的
景
気
沈
滞
が
担
〈
反
映
し
弁
事
と
、

我
岡
市
山
営
冒
す
る
金
融
問
題
と
今
後
的
金
融
政
策

第
六
十
丸
谷

O 
凹

弾
五
・
大
披
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我
園
山
首
面
す
る
告
融
問
題
と
今
後
四
金
融
政
策

第
六
十
九
巻

O 
五

第
五
・
六
擁

入
物
資
が
阿
月
か
ら
七
、
八
月
頃
訟
の
聞
に
線
。
て
入
荷
し
た
潟
に
起
う
た
景
気
停
滞
で
終
済
界
は
二
十
六
年
夏
頃
に
は
極
め
て
深

刻
な
る
様
相
を
呈
し
、
共
後
一
時
小
康
を
得
た
も
の
の
景
品
県
の
町
慨
は
一
向
に
好
特
せ
宇
‘
遂
に
十
一
月
頃
よ
り
一
部
の
商
枇
筋
に

金
融
破
綻
が
表
商
化
「
る
に
至
一
ツ
た
。
幸
い
に
し
て
年
末
は
無
事
経
過
し
た
も
の
の
資
慨
は
些
一
も
改
善
せ
b
れ
て
賠
ら
歩
、
徴
税
期

そ
控
え
て
共
成
行
が
往
日
せ
ら
れ
て
居
る
。
斯
く
の
如
く
現
地
肌
は
内
外
需
要
の
不
振
と
金
融
難
で
深
刻
在
る
不
視
の
様
相
を
呈
し
て

居
る
が
、
而
も
共
底
流
に
は
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
レ
袋
因
が
深
く
内
在
し
て
居
り
、
更
に
資
本
書
積
の
不
足
忙
作
う
不
合
理
な
事
態

が
表
面
化
し
つ
ワ
あ
一
ツ
て
事
態
は
極
め
て
砲
雑
で
あ
る
。
次
に
之
等
の
鮪
を
少
し
く
詳
細
に
検
討
し
て
見
皮
い
。

〕一
イ
ン
フ
レ
型
因
白
内
在

ー

辿
貨
の
聞
で
は
日
銀
雰
は
景
試
の
沈
滞
傾
向
陀
拘
ら
宇
二
十
六
年
四
月
以
降
逐
月
増
加
を
続
け
、
年
末
の
日
銀
券
膨
脹
期
を

除
い
た
凶
月
か

b
十
一
月
込
山
V
七
カ
月
闘
を
と
っ
て
見
て
も
金
額
に
し
て
=
一
百
六
十
三
億
閥
、
比
率
忙
し
て
九
・
三
%
の
増
加
と
な

っ
て
居
る
。
之
は
此
悶
ピ
財
政
資
金
が
五
百
六
十
二
億
闘
と
多
額
。
引
揚
超
過
を
一
小
し
、
大
き
な
日
銀
朱
牧
縮
要
因
と
な
う
た
に
も

一
方
日
銀
信
用
空
白
で
九
百
六
十
五
億
閣
の
増
加
と
な
っ
た
事
に
由
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
に
日
銀
信
川
が
斯
く
の
如
く
大
巾
の
増
加
や
一
見
た
か
と
云
う
に
、
先
宇
第
一
忙
財
政
白
閣
で
前
述
白
如
く
大
巾
の
引

揚
超
過
と
な
ワ
た
穴
担
め
そ
金
酬
の
側
か
ら
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
士
長
忙
第
二
に
は
、
此
財
政
商
の
穴
埋
め
以
上
に

日
銀
信
用
を
放
山
せ
ね
ば
な
ら
ね
事
情
が
産
業
資
金
一
市
嬰
心
側
に
あ
う
た
か
ら
で
あ
る
。
剖
ち
産
業
資
金
需
要
は
輸
入
物
資
の
到
着

に
よ
る
A
I
ザ
ン
ス
決
済
費
金
が
問
|
九
月
心
問
品
約
三
千
億
闘
に
も
L
し
り
、
又
輸
出
契
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
比
基
イ
滞
貨
融
哉
の
需

均
ら
十
、

要
が
多
額
陀
上
る
等
轍
入
職
出
関
西
に
悪
像
件
が
累
積
し
た
矯
、
決
悼
聞
の
繰
延
べ
を
す
る
も
の
が
多
く
、
而
も
金
融
難
の
震
に
各
企

業
の
資
金
殻
率
が
悪
化
し
て
所
要
資
金
が
晴
朗
想
以
上
に
膨
脹
し
、
金
融
機
関
上
り
の
貸
出
し
、
惹
い
て
は
日
銀
信
用
が
櫓
加
せ
ざ
る



を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
等
の
資
金
は
本
来
な
ら
ば
共
大
部
分
は
企
業
が
自
己
資
金
で
賄
う
可
き
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
宇
、
金

業
の
自
己
資
本
が
不
足
の
潟
、

之
b

礼
金
融
機
関
が
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
之
が
銀
行
の
オ
ー
バ
ー
-
ロ
ー
ン

を
激
化
せ
し
め
る
と
共
に
通
貨
噌
愛
の
原
凶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

叉
預
金
通
貨
の
面
中
」
見
て
も
日
本
銀
行
の
調
荏
に
よ
る
と
銀
行
首
座
預
金
、
郵
便
振
替
貯
金
等
の
損
金
通
貨
は
三
十
六
年
四
十

月
の
聞
に
二
百
十
五
億
図
増
加
し
、
又
極
め
て
大
雑
把
な
考
察
で
は
あ
る
が
‘
手
形
交
換
高
に
謝
す
る
銀
行
営
座
預
金
碕
高
の
比
率

を
以
て
表
さ
れ
る
預
金
通
貨
の
同
特
翠
も
二
十
六
年
十
月
は
一
カ
月
四
・
六
七
同
と
周
年
四
月
白
月
営
り
四
・
一
一
二
岡
に
比
べ
て
増

加
し
て
居
る
。

斯
く
の
如
〈
現
金
通
貨
並
に
預
金
通
貨
山
増
加
、
「
或
は
預
金
通
貨
同
特
率
の
増
加
は
遁
貨
同
で
イ
ン
フ
レ
弾
図
が
内
布
す
Z
一つ

の
現
わ
れ
と
栴
す
る
事
が
出
来
よ
う
。

次
に
物
恨
の
雨
を
見
昂
に
二
十
六
年
四
月
以
降
景
気
の
中
だ
る
み
に
よ
う
て
物
慣
は
下
げ
歩
調
宇
一
辿
う
て
居
る
が
、
其
下
落

は
極
め
て
州
制
度
に
止
ま
り
、
底
流
に
は
根
強
い
上
昇
傾
向
が
潜
ん
で
居
る
。
之
在
安
定
本
部
の
週
間
卸
寅
物
債
指
数
に
よ
っ
て
見
る

(2) 
に
朝
鮮
事
鍵
盤
生
時
荘
一

O
O
と
し
て
最
高
が
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
の
一
六
五
・
三
、
共
後
反
落
に
縛
じ
て
八
月
四
日
に
は
一

五
一
・
八
と
八
・
一
一
%
下
落
し
、
爾
後
一
時
反
騰
し
亡
十
月
末
に
は
一
六
二
・
二
と
六
・
八
%
万
上
昇
し
、
共
後
年
末
に
拘
ら
A
Y
再

び
反
落
し
た
。
斯
〈
の
如
く
事
境
後

ρ最
高
た
る
一
一
十
六
年
四
月
に
比
較
す
れ
ば
年
末
は
約
五
%
の
下
落
と
な
っ
て
居
る
が
、
山
同
事

費
前
陀
比
ぺ
て
五
七
%
の
一
上
昇
で
あ
り
、
而
も
最
近
の
物
債
軟
調
が
主
と
し
て
金
融
離
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
共
背
後
に
は
寧

ろ
強
い
!
一
晃
嬰
図
、
か
僻
ん
で
居
る
と
共
に
海
外
の
物
債
に
比
べ
て
品
円
相
営
の
割
高
で
あ
る
と
云
う
貨
に
容
易
な
ら
ぬ
問
題
そ
含
ん
で

居
る
の
で
あ
る
。

我
園
田
哲
買
す
る
金
融
問
題
と
今
後
白
金
融
暁
策

第
宍
十
九
巻

一c
t

第
五
・
六
班



時
園
町
営
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
の
金
融
肱
策

第
六
十
九
巻

二

O
七

第
五
・
大
抽
出

回

郎
ち
第
一
に
コ
ス
ト
高
白
問
題
で
あ
Z
が
、
事
援
後
最
近
迄
の
生
産
財
D
値
上
り
は
七
四
%
と
消
費
財
の
三
七
%
を
遥
か
に
上
廻

っ
て
居
り
、
更
に
個
々
の
商
品
に
付
い
て
見
て
も
鍛
鋼
関
係
で
は
事
餐
後
最
近
誌
に
銑
畿
は
三
倍
の
値
上
り
を
示
し
て
却
の
二
停
を

又
最
近
に
於
け
る
メ
ー
カ
ー

D
建
値
引
下
げ
を
見
て
も
棒
鋼
の
据
置
に
拘
ら
歩
ブ
リ
キ
は
二
割
近
く
D
引
下
げ
ー
が
行
わ

れ
て
居
る
。
之
は
我
園
の
原
材
料
。
海
外
依
存
度
が
大
き
い
事
、
事
時
世
後
に
於
け
る
海
主
運
賃
白
念
騰
、
中
共
貿
易
心
社
絶
に
伴

Z
J
f

上
廻
わ
り
、

聡
入
地
域
の
陣
換
、
二
十
六
年
秋
の
基
礎
物
債
の
引
上
げ
等
に
依
る
所
で
あ
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
。

次
に
注
意
を
嬰
す
可
き
第
二
黙
と
し
て
は
我
園
物
使
白
多
数
が
海
外
諸
図
の
夫
れ
に
比
べ
て
割
高
で
あ
る
事
で
あ
る
。
即
ち
事
愛
後

二
十
六
年
十
一
一
月
八
白
一
色
に
我
園
の
物
債
は
五
九
・
七
%
。
上
昇
を
見
た
の
に
封
し
米
園
の
物
慣
上
昇
は
僅
か
に
一
二
・
八
%
、
英

図
の
夫
れ
は
一
八
・
五
劣
D
僅
少
忙
過
を
な
い
。

更
に
佃
々
白
商
品
に
付
い
て
見
て
も
一
一
十
六
年
十
一
月
末
現
在
で
我
園
の
総
同
僚
格
と
海
外
諸
園
白
圏
内
債
格
を
比
較
す
る
と
弐

の
如
く
我
園
物
債
の
割
高
な
も
の
が
相
営
多
い
。
即
ち
織
維
で
は
綿
糸
が
米
園
よ
り
一
一
%
高
、
英
園
よ
り
四
%
高
、
綿
織
物
は
米

闘
よ
り
二
二
%
高
、
人
絹
糸
は
米
岡
よ
り
八
%
高
、
畿
鋼
で
は
棒
鋼
が
米
闘
よ
り
五
三
五
九
%
高
、
英
関
よ
り
六
八
%
高
、
ア
ル

ミ
地
金
が
米
園
よ

h
九
五
%
高
、
叉
自
脚
車
は
英
闘
よ
り
五
割
高
と
な
っ
て
居
り
、
割
安
な
も
の
は
生
糸
が
米
閣
に
劃
し
て
六
%
安
、

ス
フ
糸
の
米
国
忙
劃
し
て
五
%
安
、
統
毛
糸
白
一
八

l
三
五
%
安
、
綿
織
物
白
英
闘
よ
り
一
二
%
安
等
に
混
在
左
い
。

斯

Z
我
園
物
債
の
現
献
は
イ
ン
フ

ν
問
題
。
解
決
を
困
難
な
ら
し
め
る
も
む
と
し
て
極
め
て
重
要
な
る
意
昧
を
も
う
も
白
と
-
E
b

私
ば
な
ら
な
い
。

女
に
金
融
機
関
の
預
金
白
動
向
で
あ
る
が
、
預
金
白
増
加
は
云
う
迄
も
な
く
イ
ン
フ
レ
抑
座
白
要
因
で
あ
り
、
之
が
好
成
績

を
納
め
る
な
も
ば
他
方
で
相
官
在
資
金
が
放
出
せ
ら
れ
て
も
イ
ン
フ
レ
の
懸
念
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
一
ツ
で
預
金
の
動
向
を
考
察
す

(3) 
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我
岡
田
営
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
的
金
融
政
策

第
五
・
穴
披

ば
在
ら
な
い
。
而
も
之
等
の
投
資
が
園
民
粧
時
間
全
開
と
し
て
見
て
必
す
し
も
殻
率
的
に
行
わ
れ
亡
居
る
と
は
稿
し
難
い
慮
に
問
題
が

あ
る
。
邸
ち
同
じ
ぐ
生
産
部
門
に
於
て
も
我
固
と
し
て
最
も
投
資
主
必
要
と
す
る
部
円
で
あ
る
電
力
、
石
炭
、
鏡
銅
に
向
け
ら
れ
た

者
金
は
か
左
り
の
金
額
に
上
る
も
白
の
到
底
所
要
量
に
達
し
て
居
ら
ね
に
反
し
、
一
方
綿
紡
頼
、
化
織
、
パ
ル
プ
等
へ
は
多
額
の
資

金
が
向
け
ら
れ
、
綿
紡
績
で
は
二
十
六
年
末
に
は
六
百
五
十
寓
鍾
に
逮
し
、
平
く
も
設
備
白
遊
休
が
憂
慮
せ
ら
れ
る
等
投
資
が
ア
ン

第
六
十
九
容

O 
ブL

バ
ラ
ン
ス
止
な
っ
て
居
る
。
又
投
政
官
の
内
、
非
生
産
部
門
へ
白
投
資
が
相
営
多
く
新
規
に
不
動
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
自
己
費
金
よ

り
投
下
さ
れ
た
設
備
資
金
は
相
営
の
額
に
上
っ
て
居
り
、
又
建
築
D
着
工
坪
数
も
一
一
卜
五
年
十
月
以
降
相
笛
増
加
し
た
事
は
衆
知
の

虚
で
あ
る
。

更
に
消
費
財
部
門
が
非
常
在
活
品
一
な
呈
し
た
事
は
蕊
に
改
め
て
述
ぺ
る
迄
も
な
い
が
、
大
阪
府
の
遊
興
飲
食
税
を
凡
て
も
二
十
六

年
度
は
昨
年
十
月
末
現
在
、
四
億
九
千
九
百
寓
固
の
収
入
が
あ
り
、
二
十
五
年
度
同
月
末
迄
白
一
億
六
千
五
百
高
岡
山
三
倍
、
二
十

四
年
度
全
悼
の
一
億
=
一
千
コ
一
百
寓
問
忙
比
べ
て
二
倍
牛
の
増
牧
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
投
資
の
穀
率
が
必
す
し
も
良
好
で
は
な
く
、
不
生
産
的
な
面
へ
多
額
の
費
金
が
流
れ
て
居
る
事
は
イ
ン
フ
レ
問
題
を

考
え
る
時
看
過
出
来
た
い
問
題
で
あ

Z
。

ニ
費
本
蓄
積
の
不
足
陀
伴
う
矛
盾

1
i
 

事
費
後
我
園
物
債
の
騰
貴
が
海
外
諸
園
白
夫
れ
な
大
巾
に
上
廻
わ
っ
た
事
は
既
越
の
通
り
で
あ
る
が
、
之
は
云
う
誌
も
友
〈

資
木
蓄
積
が
極
め
て
乏
し
い
免
忙
物
償
費
動
要
因
在
吸
収
す
る
力
が
左
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
景
気
の
反
特
に
伴
う
物
慣
反
落
も

亦
海
外
諾
園
止
り
激
し
い
引
の
は
蛍
然
で
あ
り
、
値
下
り
の
最
も
激
し
か
っ
た
二
十
六
年
四
月
か
ら
七
月
始
め
迄
山
一
重
要
商
品
の
下
落

率
は
錫
を
除
い
て
何
れ
も
海
外
諸
園
の
下
務
率
上
り
大
巾
で
あ
る
。
即
ち
生
糸
は
米
園
の
二
四
%
に
劃
し
て
三
七
%
、
生
ゴ
ム
は
米



園
。
四
O
%
に
針
し
て
五
O
%
、
大
豆
油
、

E
鉛
の
如
き
は
前
者
が
米
闘
の
一
O
%
に
釘
し
て
我
園
五
O
%
、
後
者
が
米
国
の
一
二
%

に
射
し
て
ご
七
%
と
致
傷
の
値
下
り
率
そ
示
し
て
居
る
。

而
も
此
物
慎
の
大
巾
下
落
に
伴
っ
て
経
憐
界
は
深
刻
な
打
撃
を
蒙
り
、
混
乱

4

歩
手
前
主
云
ラ
事
態
に
追
い
込
ま
れ
ざ
る
を
待
立

い
の
で
あ
る
。

ω 
女
忙
景
気
上
昇
の
時
も
沈
滞
の
時
も
金
詰
り
が
組
問
え
な
い
事
で
あ
る
。

者
本
蓄
積
が
相
官
-
進
ん
で
居
る
な
卒
ば
景
気
上
昇
の
時
は
兎
も
角
沈
滞
D
際
は
金
詰
り
が
緩
和
す
る
筈
で
あ
る
が
、
最
近
の
金
融

情
勢
を
見
て
居
る
と
金
諮
り
心
聾
の
絶
え
た
事
は
な
い
。
郎
ち
最
近
白
慢
性
的
金
詰
り
は
企
業
の
自
己
資
本
が
著
し
く
少
い
震
に
正

常
在
庫
量
の
保
有
す
ら
自
力
で
行
い
符
な
い
と
云
う
事
情
に
慕
因
す
る
り
で
あ
る
。

最
近
は
オ
ー
バ

J

・
ロ
ー
ン
が
念
速
に
激
化
し
、
計
数
に
よ
っ
て
之
を
見
る
も
全
園
銀
行
勘
定
り
貨
問
封
預
金
比
率
は
二
十

六
年
十
月
末
で
一

0
4ハ
%
、
大
阪
枇
員
銀
行
勘
定
で
は
吏
忙
此
傾
向
は
甚
だ
し
く
十
一
月
末
一
四
八
%
に
も
注
し
、
戦
前
昭
和
十
六

(3) 
年
に
於
て
会
図
銀
行
で
五
五
%
で
あ
う
た
白
に
比
し
て
著
し
く
悪
化
し
て
居
る
。

之
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
資
本
蓄
積
の
不
足
を
補
填
す
る
必
要
上
中
央
銀
行
の
信
用
を
背
景
と
し
て
市
中
銀
行
の
信
則
迭
問
が
行

わ
れ
た
事
佐
一
不
す
も
り
で
、
現
放
で
は
、
共
根
本
的
解
決
を
早
念
に
行
う
事
は
困
難
で
あ
る
。

之
を
企
業
の
側
よ
り
見
る
と
朝
鮮
事
措
置
後
白
好
侃
に
よ
る
内
部
留
保
の
増
加
、
並
に
抽
唱
者
で
自
己
資
本
は
相
官
増
加
し
て
居

る
が
、
反
面
金
融
機
関
よ
り
の
借
入
も
大
巾
に
増
加
し
て
居
る
の
で
資
本
構
成
は
充
程
改
品
目
の
跡
が
見
ら
仇
な
い
。
邸
ち
最
近
の
調

、

奈
で
は
自
己
資
本
と
他
人
資
本
白
比
率
は
三
一
割
六
九
と
自
己
資
本
が
著
し
く
低
位
に
あ
り
、
各
企
業
は
事
業
に
必
要
な
寄
金
の
七

割
を
借
入
金
で
賄
っ
て
居
る
計
算
に
た
る
。
之
を
戦
前
我
閣
の
自
己
資
本
六
一
封
他
人
資
本
三
九
、
最
近
米
闘
の
六
九
針
三
一
に
比

ω 

我
園
の
背
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
。
金
融
政
策

第
六
十
九
巻

O 

第
五
・
六
漉

，-
古



我
園
の
営
団
ず
る
金
融
問
題
と
今
後
白
金
融
政
策

第
六
十
九
巻

第
王
・
大
観

f可、

較
す
る
と
雲
泥
の
差
と
一
E

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(5) 

叉
貸
幣
資
本
蓄
積
程
度
在
一
不
す
一
つ
心
指
標
と
し
て
余
闘
銀
行
の
預
金
と
通
貨
の
比
率
を
見
る
に
戦
前
昭
和
九
1
十
一
年
に

は
日
銀
券
白
七
倍
も
あ
っ
た
預
金
が
最
近
で
は
約
三
倍
陀
止
ま
り
、
而
も
諮
問
官
ら
く
は
停
滞
白
般
態
で
あ
る
。

以
上
考
察
し
た
如
く
最
近
の
情
勢
は
表
面
上
は
デ
フ
レ
症
放
を
呈
し
乍
ら
、
共
背
後
に
は
根
強
い
イ
ン
フ
レ
嬰
因
が
潜
ん
で
底
り
、

而
も
者
本
蓄
積
不
足
に
恭
因
す
る
多
く
の
不
合
理
な
事
態
は
漸
弐
表
面
化
す
る
等
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
示
し
亡
居
る
。

然
る
に
今
後
の
情
勢
ち
に
倫
討
す
る
忙
此
イ
ン
フ
レ
要
因
と
云
い
、
茨
木
蓄
積
不
足
に
伴
う
困
難
な
事
態
と
云
い
、
何
れ
も
そ
れ
が

更
に
激
化
す
る
と
と
が
諜
想
せ
ら
れ
る
の
で
事
態
の
成
行
は
業
観
を
許
さ
な
い
。

一

f
ン
フ
レ
要
因

ω
今
後
設
相
同
せ
ら
れ
ろ
イ
ン
フ
レ
要
因
白
第
一
一
は
講
和
俊
約
成
立
に
伴
う
て
我
閣
に
課
せ
ら
札
る
諸
々
の
義
務
を
遂
行
す
る
潟

に
必
要
な
財
政
支
出
が
多
師
酬
に
上
る
事
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十
七
年
度
換
算
は
政
府
原
案
に
土
れ
ば
二
十
六
年
度
上

り
五
百
九
十
億
国
主
増
加
し
た
が
、
一
階
均
衡
財
政
を
維
持
し
て
居
る
。
併
し
乍
ら
此
議
算
案
に
於
て
は
講
和
閥
係
費
用
は
約
二
千

一
一
百
七
十
一
億
国
心
多
額
守
一
計
上
せ
ム
一
れ
で
居
る
も
の
白
、
果
し
て
此
程
度
の
金
額
で
木
年
度
中
行
け
る
や
否
や
疑
問
と
せ
ら
れ
て

居
り
、
又
内
政
費
は
講
和
閥
係
費
の
膨
脹
?
却
っ
て
二
十
六
年
度
よ
り
減
少
し
て
居
る
白
で
今
後
補
正
繋
算
の
必
嬰
は
不
可
避
で
あ

る
と
も
云
わ
れ
て
尉
る
。
然
る
に
補
一
止
諜
算
の
必
要
を
生
ド
じ
た
場
合
共
財
源
は
目
下
の
庭
確
た
る
見
透
し
な
く
、
増
税
に
よ
る
に
非

れ
ば
諜
算
白
均
衡
な
維
持
す
る
事
は
極
め
で
困
難
で
あ
り
、
財
政
商
よ
り
イ
ン
フ
レ
手
誘
賛
す
る
危
険
が
多
分
に
あ
る
圭
共
に
恨
り



に
増
叫
叫
に
よ
る
場
合
と
雌
も
岡
氏
の
租
税
負
携
は
現
花
概
ね
限
界
新
に
速
し
て
県
る
の
で
増
税
の
明
日
施
は
却
勺
て
イ
ン
フ
レ
青
刺
戟

す
る
聞
も
存
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
而
も
講
和
閥
係
費
の
支
出
は
不
生
産
的
支
出
で
あ
る
か
ら
均
衡
財
政
の
下
に
於
て
も

イ
ン
フ
レ
的
厩
力
は
相
営
強
い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
忙
コ
ス

l
高
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
促
進
を
奉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(2) 我
岡
山
物
債
は
全
慨
と
し
て
見
れ
ば
二
十
六
年
十
一
月
現
在
で
戦
前
(
昭
和
九
十
一
年
平
均
)
白
三
百
五
ナ
八
倍
に
も
達
す
る
が
、

之
を
品
目
別
に
検
討
す
る
と
物
に
よ
っ
て
著
し
く
値
上

b
の
巾
が
異
り
、
燃
料
の
如
〈
二
百
八
十
九
倍
程
度
に
止
ま
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
繊
維
品
の
如
〈
四
白
八
十
二
俗
に
建
ず
る
も
の
も
あ
る
。

更
に
之
を
各
種
り
料
金
と
比
較
す
る
と
卸
買
物
債
全
般
白
三
百
五
十
八
倍
に
封
し
て
鍛
道
運
賃
は
九
十
三
佐
、
電
力
七
十
倍
、
瓦

斯
百
七
十
七
倍
と
極
め
て
低
位
に
抑
え
ら
れ
て
居
り
、
物
侵
酬
閥
系
は
著
し
く
不
均
衡
忙
な
っ
て
居
る
。
二
十
六
年
秋
白
米
領
、
電
力
、

瓦
斯
、
運
賃
心
値
上
げ
は
此
不
均
向
社
是
正
ぜ
ん
と
す
る
も
り
と
見
ら
れ
る
が
、
此
様
な
不
均
術
是
正
は
今
後
も
必
歪
で
あ
り
、
電

力
白
如
き
は
早
く
も
更
に
第
二
弐
値
上
げ
そ
せ
ね
ば
採
算
が
と
れ
ぬ
と
も
一
E
わ
れ
て
居
る
。
然
る
に
之
等
現
布
侭
位
に
あ
る
も
の
は

各
企
業
白
生
産
に
と
っ
て
供
く
事
の
一
川
来
な
い
基
礎
的
危
要
素
と
念
。
て
居
る
だ
け
陀
、
北
(
値
上
げ
が
今
後
一
般
コ
ス
下
を
上
昇
せ

し
め
る
大
き
な
要
因
と
在
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
。

更
に
劉
外
的
友
商
で
は
今
後
我
園
心
凶
際
牧
支
が
柑
常
多
額
心
弗
不
足
傍
過
剰
に
直
面
す
る
事
は
必
歪
で
あ
る
が
、
之
が
緩
和
白

矯
に
は
或
程
度
無
理
を
し
て
も
非
弗
地
域
よ
り
の
轍
入
を
考
慮
せ
ざ
る
な
件
ぬ
場
合
も
考
え
ら
れ
、
共
場
合
に
は
コ
ス
ト
高
の
傾
向

に

(3) 草
を
由ミ
け
る
事
は
，ぱ
然

で

あ
る

更
に
海
外
主
り
の
イ
ン
フ
レ
波
及
の
懸
念
を
忘
れ
る
事
は
川
来
な
い
。
現
在
米
閣
を
始
め
と
し
て
西
欧
諸
園
は
箪
披
態
勢
の

我
園
田
首
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
白
金
融
政
策

事
六
十
九
巻

一

第
五
・
六
貌

ブL



我
園
田
営
面
寸
る
金
融
問
題
と
今
後
白
金
融
政
策

第
六
十
九
春
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第
五
・
六
雄

O 

強
化
に
努
め
て
居
り
、
今
後
も
基
本
方
針
と
し
て
之
が
推
進
せ
ら
れ
る
事
は
疑
を
存
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
剖
ち
米
困
の
軍
事
費
支
怖
は

現
永
の
年
率
四
百
五
十
億
弗
が
一
一
十
七
年
末
忙
は
六
百
五
十
億
剰
に
も
増
加
す
る
と
云
わ
れ
、
又
英
図
も
三
カ
年
計
聾
で
四
十
七
億

ポ
ン
ド
(
百
三
十
七
億
弗
)
の
再
軍
備
在
諌
定
し
で
居
る
の
で
軍
旗
の
推
進
に
よ
ワ
て
多
額
の
資
金
が
撒
布
せ
ら
れ
る
事
は
確
官
、
で
あ

る
尤
も
之
等
の
園
々
の
経
湾
力
は
我
閣
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
強
大
で
あ
り
、
例
え
米
闘
の
全
園
民
生
産
高
は
二
十
六
年
目
年
牢
三

千
二
百
七
十
億
弗
が
一
一
十
七
年
末
に
は
三
千
五
百
億
弗
に
増
加
す
る
と
も
見
ら
れ
る
D
で
軍
事
費
支
阿
の
増
加
も
強
大
友
生
産
力
に

吸
収
せ
ら
れ
、
加
え
イ
ン
フ
レ
防
止
針
策
も
行
b
れ
て
居
る
の
で
従
来
橡
忽
せ
ら
れ
た
程
イ
ン
フ
レ
は
進
行
し
な
い
と
白
見
方
も
あ

る
が
畠
漸
盤
的
乍
ら
も
イ
ン
フ
レ
基
調
が
濃
化
す
る
こ
と
は
宮
然
諌
測
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
我
園
は
経
梢
恭
盤
が
極
め
て

貧
弱
で
あ
る
錦
、
海
外
の
一
の
襲
動
が
三
に
も
五
に
も
な
っ
て
波
及
し
て
来
る
危
険
が
あ
る
の
で
海
外
の
軽
微
な
イ
ン
ヲ
レ
傾
向
に

劃
し
て
も
高
金
の
注
意
が
肝
要
で
あ

Z
。

三
資
本
蓄
積
不
足
の
弊
害

者
本
蓄
積
不
足
に
関
連
す
る
諸
問
題
は
現
在
阪
虻
各
方
而
に
亙
っ
て
表
面
化
し
て
居
る
が
、
今
後
史
に
之
が
一
一
肘
強
く
現
わ
れ
て

来
る
と
思
わ
れ
る
。

帥
ち
既
述
の
如
く
者
本
蓄
積
の
之
し
い
震
に
今
後
海
外
諸
闘
の
景
気
愛
動
の
影
響
を
強
く
受
け
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
吏
に

資
本
蓄
積
白
不
足
は
我
闘
の
首
両
す
Z
他
の
課
題
で
あ
る
イ
ン
フ
レ
白
防
泌
を
困
難
な
ら
し
め
る
事
吐
忘
れ
℃
は
左
ら
な
い
。
而
も

現
在
の
慢
性
的
金
詰
り
は
資
本
苔
Jh
恨
の
木
足
が
打
開
せ
ら
れ
ね
限
り
今
後
も
縦
続
す
る
事
は
不
可
避
で
あ
り
、
共
結
呆
金
融
機
関
の

オ
ー
バ
ー
・
ロ

l
v
A
或
は
長
短
金
融
町
一
浪
治
等
の
如
き
金
融
商
む
不
合
理
も
吏
に
激
化
す
あ
懸
念
が
あ
り
、
海
外
よ
り
我
園
金
融
の



健
全
性
主
疑
わ
れ
る
事
も
山
口
岡
山
冷
健
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
考
察
し
た
所
よ
り
見
れ
ば
今
後
の
金
融
政
策
は
首
然
イ
ン
フ
レ
の
防
過
と
資
本
蓄
積
の
促
進
を
二
大
支
桂
と
し
て
展
開
し
て
、

行
く
事
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
幅
四
く
短
期
間
に
現
わ
れ
る
一
時
的
現
象
に
付
い
て
は
共
時
々
の
事
態
に
応
じ
て
適
切
な
る
庭
世

社
機
動
的
忙
貨
施
ず
る
必
要
の
あ
る
事
は
云
う
主
も
な
い
が
、
共
場
合
と
躍
も
之
等
二
う
の
大
き
な
要
請
が
根
底
に
あ
る
事
た
絶
針

に
忘
れ
る
事
は

m米
ね
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
一
一
間
此
二
ラ
の
要
求
は
必
ナ
し
も
常
に
矛
盾
な
し
に
同
時
に
貴
施
出
来
る
も
白
と
は
栴
し
難
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
此

二
者
の
両
立
じ
難
い
抗
l
ス
も
問
て
来
る
事
が
考
え
ら
れ
Z
の
で
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
フ
レ
の
進
行
が
極
め
て
激
し
け
れ
ば
共
抑
塵

の
鴛
に
は
資
木
蓄
積
を
阻
害
す
る
如
昔
強
力
な
る
金
融
引
緊
め
左
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
又
イ
シ
フ
レ
進
行
の
過
程
に
於

て
却
っ
て
資
本
蓄
積
そ
増
加
し
符
る
揚
介
も
あ
ろ
う
が
、
前
同
件
で
説
明
し
た
如
く
現
献
は
一
方
を
犠
牲
に
し
て
他
社
推
進
す
る
が
如

】
き
方
策
主
と
る
事
は
到
底
不
可
能
で
、
両
者
は
飽
く
迄
も
併
行
的
に
推
し
進
め
る
必
史
の
あ
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ば
具
械
的
に
今
後
の
金
融
政
策
に
付
い
て
は
加
何
在
る
黙
が
問
題
と
な
る
か
を
弐
に
検
討
す
る
。

〕一
イ
ン
フ
レ
防
止
に
関
連
す
る
問
題

(
 現

花
腕
に
イ
ン
フ
レ
要
因
が
内
在
L
、
市
も
今
後
多
く
の
イ
y

フ
レ
要
因
が
袖
即
日
見
せ
ら
れ
る
り
で
あ
る
か
ら
、
今
後
金
融
に
針
し

て
は
何
等
か
の
形
で
制
限
を
加
え
て
行
〈
必
要
の
あ
る
事
は
何
人
も
異
論
の
な
い
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
制
限
の
方
法
或
は
根

度
等
に
付
い
て
は
相
首
問
題
が
多
い
。

我
園
白
営
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
の
金
融
政
策

第
六
十
九
巷
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大
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第
五
・
六
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(1J 

第
一
に
量
的
規
制
で
あ
る
が
、
之
は
今
日
既
に
賢
施
せ
ら
れ
て
居
台
、
今
後
士
一
之
を
続
け
る
必
要
の
あ
る
事
は
之
亦
高
人
の

認
む
る
所
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
共
方
法
等
に
付
い
て
は
遺
憾
乍
ら
現
在
り
や
り
方
は
必
ヂ
し
も
寓
全
で
あ
る
と
は
云
い
難
い
。

第
一
に
量
的
規
制
沙
一
行
う
場
合
の
目
安
で
あ
る
が
、
単
に
日
銀
券
護
行
一
一
向
と
か
日
銀
貸
出
残
高
が
幾
何
で
あ
る
か
ら
之
以
上
の
信

用
供
興
は
強
く
引
締
め
る
と
一
百
円

J

た
式
の
や
り
方
が
行
わ
れ
日
掛
川
。
併
し
乍
ら
荷
し
〈
も
金
融
を
量
的
に
制
限
せ
ん
冒
と
す
る
白
で
あ

れ
ば
園
民
経
憐
全
憎
む
動
き
か
ら
創
出
し
た
必
要
な
信
用
D
量
、
或
は
泊
疋
な
る
通
貨
量
を
十
A
T
検
討
し
た
上
で
而
も
共
時
々
の
特

殊
事
情
を
勘
案
し
亡
共
基
準
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
事
は
謂
ラ
迄
も
な
い
が
、
又
同
時
に
事
情
の
措
置
ル
叫
に
よ
っ
て
其
規
準
が
不
遡

品
百
と
見
ら
れ
名
場
合
に
は
一
時
計
数
的
に
は
夫
れ
を
離
れ
て
も
経
済
界
の
安
定
に
努
め
る
と
い
ヲ
た
知
力
的
な
運
営
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
。
。

弐
忙
量
的
規
制
白
方
法
で
あ
る
が
可

1
ケ
ッ
ト
・
オ
ベ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
数
果
的
に
行
い
難
い
現
欣
で
は
金
利
政
策
忙
頼
ら
ざ
る
左

得
な
い
が
、
従
来
の
宮
周
の
方
針
を
見
る

K
日
本
銀
行
の
公
定
歩
合
を
市
中
貸
出
金
利
と
逆
鞠
に
・
な
る
所
迄
引
上
げ
る
事
を
目
標
と

し
、
主
と
し
て
市
中
銀
行
の
利
鞘
縮
小
に
よ
ワ
て
金
融
引
緊
め
を
計
ら
ん
と
し
て
居
る
様
陀
見
受
け
ら
れ
る
。
勿
論
理
想
論
と
し
て

は
米
英
忙
倣
っ
て
北
様
に
中
央
銀
行
白
金
利
古
市
中
貸
出
金
利
よ
り
も
高
く
す
る
の
は
望
ま
し
い
事
に
は
遣
い
な
い
が
、
坑
司
本
蓄
積

が
不
足
し
市
中
銀
行
が
中
央
銀
行
よ
り
常
時
多
額
の
借
木
れ
を
し
な
け
れ
ば
一
一
閣
の
金
融
吐
岡
滑
に
運
営
出
来
ぬ
我
関
心
現
般
に
於

て
斯
る
政
策
を
強
行
す
る
な
ら
ば
金
融
使
塞
は
激
化
し
産
業
活
動
を
窒
息
せ
し
め
る
懸
念
は
極
め
て
大
き
い
り
で
あ
る
。
現
に
資
本

の
不
足
し
て
居
る
西
濁
、
伊
太
利
等
陪
於
て
は
我
園
同
様
中
央
銀
行
白
金
利
が
市
中
金
利
よ
り
も
低
い
白
で
あ
り
、
斯
る
現
貨
を
無

闘
し
て
米
英
の
制
度
わ
た
我
園
に
於
亡
も
直
ち
陀
賞
現
せ
ん
と
す
る
事
は
一
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
叉
之
と
の
閲
漣
に
於
て
市
中

貸
出
金
利
を
成
る
可
〈
低
く
抑
え
る
と
云
う
考
え
方
も
再
検
討
の
飴
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
金
利
は
借
り
る
方
か
ら
見
れ
ば
安



い
方
が
良
い
に
決
っ
て
居
る
が
、

金
利
の
操
作
に
よ
っ
て
金
融
在
抑
え
る
事
は
借
り
る
方
に
資
金
主
放
率
的
に
利
用
ぜ
ん
と
す
る
刺

戟
在
感
ぜ
し
め
て
借
入
れ
を
減
ら
さ
せ
る
所
に
狙
い
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
各
閣
の
市
中
金
利
白
傾
向
を
目
見
て
も
漸
弐
上
昇
の
機
運

に
あ
る
折
柄
金
融
自
抑
制
方
法
と
し
て
は
市
中
貸
出
金
利
の
引
上
げ
主
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
息
わ
れ
る
。

第
三
に
通
貨
制
度
の
問
題
で
あ
る
。
現
行
の
詰
貨
制
度
で
は
政
府
の
定
め
た
護
行
限
度
止
超
過
し
て
沼
貨
が
澄
行
せ
ら
れ
で
も
日

本
銀
行
が
限
外
援
行
税
配
圏
庫
ピ
納
め
る
だ
け
で
あ
り
、
又
政
府
の
通
貨
護
行
限
度
の
決
定
に
付
い
て
も
客
概
的
に
規
準
と
な
る
可

事

き
も
の
は
存
し
な
い
の
で
貨
際
問
題
と
し
て
題
貸
蛮
行
に
は
は
っ
き
り
し
た
制
限
が
な
い
と
も
補
い
得
る
訴
で
不
安
定
な
制
度
で
あ

る
ヨ
ど
」
謂
わ
ざ
る
を
待
長
い
。
併
し
乍
ら
今
後
イ
ン
フ
レ
軒
抑
制
し
金
融
の
規
制
在
賀
施
し
て
行
〈
に
付
い
て
果
し
て
現
行
の
制
皮
そ

の
僚
で
よ
い
か
否
か
と
云
う
鼎
は
相
営
問
題
で
あ
る
と
芯
う
。
勿
品
川
我
閣
の
現
扶
よ
り
見
て
金
本
位
制

E
採
り
度
く
て
も
採
れ
ぬ
事

は
一
宮
う
迄
も
な
い
が
、
今
少
し
く
安
定
し
た
迅
貨
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
此
問
題
は
目
前
に
迫
っ
て
居
る
間
際
活
貨

基
金
へ
の
加
入
と
も
闘
蓮
し
て
是
非
共
研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ

Z
。

第
四
に
金
融
の
量
的
規
制
と
直
接
の
閥
建
は
な
い
か
も
知
九
ぬ
が
、
銀
行
法
改
正
白
問
題
で
あ
る
。
此
改
正
案
で
最
も
問
題
忙
な

る
の
は
同
一
人
に
劃
す
る
貸
出
が
官
該
銀
行
白
資
本
金
及
準
備
金
の
二
五
%
を
超
え
る
事
た
禁
血
し
て
居
る
鮪
で
あ
る
。
之
は
勿
論

直
接
に
は
大
円
融
資
抑
制
の
趣
旨
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
見
れ
ば
融
資
白
量
的
規
制
む
働
き
を
オ
る
事
は
明
ら
か
で

あ
Z
。
今
試
み
に
各
業
種
の
主
要
食
枇
一
枇
曽
り
白
銀
行
借
入
金
在
見
る
に
最
大
の
も
白
は
繊
維
曾
枇
の
百
五
十
億
固
で
あ
る
が
、
点

全
閣
銀
行
白
費
本
金
及
準
備
金
は
六
百
五
十
六
億
固
で
共
二
五
%
は
百
六
十
四
位
闘
で
あ
る
か
ら
、
若
し
之
等
D
企
業
が
全
闘
銀
行

七
十
九
行
全
部
と
取
引
そ
開
い
て
借
入
れ
壮
行
え
ば
辛
う
じ
て
此
規
定

ι鯛
れ
る
事
な
く
現
布
程
度
白
借
入
れ
は
川
来
る
諜
で
あ
る

が
、
斯
る
事
は
貸
際
問
題
と
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
而
し
て
現
布
各
業
界
の
大
手
筋
業
者
は
殆
ん
ど
此
制
皮
に
抵
鯛
す
る
程
多
額

韓
国
の
首
面
す
る
金
融
問
題
と
今
後
心
金
融
政
策
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丸
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靖
国
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融
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融
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九
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七

事
五
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六
披

四

之
等
大
手
筋
業
者
の
営
該
業
界
に
占
め
る
地
位
は
恨
り
に
生
産
高
よ
り
見
て
も
繊
維
で

は
十
枇
で
八
五
%
、
銭
鋼
で
は
六
耐
で
六
八
形
、
石
川
恥
?
は
五
刷
で
阿
二
%
と
極
め
て
高
い
の
で
あ
っ
て
、
方
し
斯
る
制
限
措
世
在

強
行
す
れ
ば
之
等
主
型
産
業
に
不
測
の
混
乱
軒
引
記
す
危
険
な
し
と
し
な
い
。
市
も
今
後
日
米
経
済
協
力
等
が
本
格
化
す
れ
ば
産
業

の
借
入
れ
を
一
一
銀
行
か
ら
受
け
て
い
る
が
、

凶
作
が
借
入
れ
を
必
要
と
す
る
金
額
は
現
在
止
り
更
に
増
加
す
る
事
は
必
歪
で
あ
る
か
ら
此
制
限
措
置
に
は
相
官
無
理
が
あ
る
と
云
わ
・

ね
ば
な
ら
な
い
ロ
改
正
案
で
は
貨
施
迄
に
若
干
の
狛
鈴
期
間
配
置
く
と
共
に
寅
施
後
暫
ら
〈
の
間
経
過
措
置
を
講
歩
る
事
配
巧
慮
し

τ
い
る
と
一
再
わ
れ
る
が
、
最
近
の
企
業
の
産
業
資
金
白
己
調
達
牢
は
未
だ
三
割
前
後
で
あ
り
而
も
共
早
急
な
改
善
は
望
み
難
い
か
ら
、

企
業
は
今
後
も
営
分
の
聞
は
脊
金
白
大
半
在
外
部
借
入
れ
に
依
存
せ
ね
ば
左
ら
凶
事
は
明
ら
か
で
あ
り
一
、
目
指
し
て
現
時
鮪
で
考
え
ら

れ
た
経
過
情
誼
が
激
年
後
に
於
て
も
貰
情
に
遁
令
す
る
や
否
ぞ
は
多
分
に
疑
問
の
品
陣
地
が
存
す
る
D
で
あ
る
。

従
う
て
之
等
の
事
情
を
考
え
れ
ば
斯
る
制
限
措
置
の
資
施
は
仮
令
経
過
規
定
を
設
け
て
も
未
だ
時
期
倫
早
で
あ
る
と
一
両

b
血
ば
な

ら
な
い
。

oe 

次
に
金
融
の
質
的
規
制
。
問
題
秒
一
検
討
し
皮
い
。

全
慌
と
し
て
資
金
の
十
分
な
供
給
が
悶
維
で
あ
り
、
又
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
録
更
に
資
金
の
供
給
を
一
定
の
限
度
に
抑
え
ね
ば
な
ら

自
'
と
す
れ
ば
、
資
金
の
質
的
規
制
を
行
う
て
者
金
堂
最
も
能
率
良
〈
使
用
す
る
事
は
好
む
と
好
ま
ず
る
と
に
拘
ら
す
営
然
必
要
と
な

ろ。
、

此
献
に
付
い
て
は
先
づ
第
一
ー
に
二
十
六
年
秋
以
降
資
施
せ
ら
れ
て
居
Z
設
備
資
金
貸
出
の
抑
制
問
題
を
暴
げ
ね
ば
左
ら
友
い
。
印

ち
銀
行
占
り
の
設
備
資
金
貸
出
は
市
中
銀
行
で
構
成
せ
ら
れ
る
融
資
自
主
規
制
委
員
舎
の
決
定
す
る
所
に
よ
り
、
電
力
共
他
緊
要
己

' 

む
を
得
す
る
も
の
に
限
定
せ
ら
れ
、
又
運
師
押
資
金
と
し
て
貸
出
さ
れ
た
養
金
の
設
備
投
資
へ
の
流
用
を
極
力
抑
え
る
方
針
が
と
ら
れ



ご
居
る
。
先
に
も
説
明
し
た
如
く
現
状
投
資
が
必
4
y
L
も
殻
牽
的
で
は
友
く
、
特
に
消
費
部
門
へ
の
投
資
が
盛
行
し
た
折
柄
、
方
針

と
し
て
は
官
然
の
事
と
思
わ
れ
る
。
然
し
之
ぞ
し
て
異
に
賞
投
あ
ら
し
め
る
免
に
は
少
く
と
も
女
の
諸
賄
に
付
い
て
更
に
検
討
す
る

事
が
必
虫
記
か
と
思
う
。

1
、
現
主
の
や
り
方
で
は
白
己
資
令
或
は
運
締
資
金
白
流
用
等
に
上
っ
て
不
要
不
念
設
備

k
建
設
す
る
と
云
う
抜
け
穴
左
防
ぐ

事
は
川
来
示
。

7E金
融
政
策
の
限
界
王
す
も
の
と
云
う
可
き
で
あ
り
、
此
融
資
規
制
を
し
て
異
に
事
あ
ら
し
め
る
尽
に

は
金
融
面
の
施
策
と
平
行
し
て
物
資
の
両
で
何
等
か
の
統
制
を
賞
施
す
る
事
が
是
非
共
必
要
で
あ
る
。

2
、
設
備
費
金
貸
出
を
認
め
ら
れ
て
居
る
業
種
に
関
連
す
る
産
業
の
設
備
資
金
を
如
何
に
扱
う
か
。

3
、
現
在
の
制
度
は
賢
施
後
着
々
波
数
社
間
帯
げ
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
事
態
の
推
移
忙
肱
じ
て
経
梼
弗
の
寅
情
同
十
分
適
合
す
る

訓
砂

様
規
制
の
方
法
共
他
に
付
い
て
絶
え
中
改
善
と
工
夫
社
加
え
る
努
力
を
梯
わ
ね
ば
た
ら
た
い
。

・
斯
る
観
賠
に
立
う
て
常
忙
検
討
を
怠
ら
中
而
も
融
賓
の
規
制
は
飽
く
迄
も
金
融
機
闘
の
自
主
性
に
委
ね
る
と
去
う
基
本
方
針
を
堅

持
し
て
行
く
た
ら
ば
質
的
規
制
も
飴
程
図
滑
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
弐
に
質
的
規
制
に
付
き
是
非
共
考
慮
を
要
す
る
問
題
は
輸
入

貿
手
資
金
町
如
何
に
確
保
す
る
か
k
云
う
事
で
あ
る
。
我
園
経
済
に
と
う
て
轍
入
が
極
め
て
重
要
な
る
事
は
今
更
改
め

τ述
べ
る
迄

も
左
い
が
、
轍
入
h
q一
周
治
忙
行
う
震
に
は
貿
易
政
策
も
さ
る
事
乍
ら
金
融
政
策
白
面
か
ら
も
十
分
な
る
配
慮
を
せ
ね
ば
な
ら
山
事
は

営
然
で
あ
る
。

、

/
然
る
に
二
十
六
年
末
の
日
銀
ユ
ー
ザ
ン
ス
制
度
改
十
止
に
よ
っ
て
外
貨
手
形
到
若
後
の
金
融
は
轍
入
賞
手
と
し
て
扱
い
、
従
来
の
如

〈
必
ヂ
し
も
自
動
的
に
全
て
者
金
の
商
倒
宇
一
見
る
と
は
限
ら
ぬ
事
と
な
ヨ
た
潟
、
町
別
る
轍
入
金
融
制
度
の
下
で
輸
入
が
果
し
て
闘
滑

に
行
う
事
が
問
来
る
が
苔
か
左
云
う
黙
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
日
本
銀
行
で
は
賀
際
問
題
と
し
て
は
運
用
商
で
十
分
配
慮
し

τ

世
岡
山
首
面
す
る
金
融
問
題

ι今
後
出
金
融
政
策

事
六
十
九
巻

/一
丹、

都
王
・
六
挽

五



噴
闘
の
営
団
す
る
金
融
問
題
と
今
植
の
金
融
政
策

静
六
十
九
巻

プL

第
五
・
六
髄

ー，、

従
来
の
制
度
下
に
於
け
る
と
貨
質
的
に
違
い
な
い
様
に
す
る
方
針
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
が
、
輸
入
賞
手
の
段
階
で
金
融
が
調
整
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
と
云
う
事
に
怠
れ
ば
、
勢
い
轍
入
が
困
滑
に
進
み
難
い
揚
合
も
生
宇
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る

G

聡
入
の
不
振
が

憂
慮
せ
ら
れ
る
折
柄
轍
入
資
金
白
確
保
忙
付
き
今
一
つ
突
込
ん
だ
方
針
の
確
立
せ
ら
れ
る
事
が
望
ま
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

第
三
に
金
融
の
量
的
並
に
質
的
規
制
に
閥
漣
し
て
金
融
機
構
の
問
題
を
採
り

K
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
金
融
白
規

(3) 
制
が
十
分
に
行
わ
れ
る
危
に
は
金
融
機
構
が
十
分
整
備
せ
ら
れ
て
居
る
事
が
是
非
共
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
問
題
に
付
い
て

は
弐
白
諸
鮪
に
付
音
今
後
十
分
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

め
第
一
に
は
金
融
措
営
分
野
の
確
立
で
あ
る
。
最
近
の
欣
品
在
同
月
る
に
戦
後
金
融
機
構
の
整
備
が
不
十
分
の
然
、
普
通
銀
行

r
t
、

は
本
来
の
任
務
た
る
短
期
的
商
業
金
融
心
外
に
長
期
金
融
の
相
営
部
分
を
負
婚
さ
せ
ら
h

れ
る
の
み
な
ら
歩
、
公
共
性

ο名
目
下
に

中
小
企
業
金
融
中
、
金
融
べ

l
ス
に
乗
り
難
い
も
の
迄
も
捲
歯
す
る
事
を
要
求
せ
ら
れ
る
潟
、
共
負
婚
は
極
め
て
重
〈
、
夫
れ
が

金
融
の
闘
洞
を
供
く
一
つ
の
原
因
と
な
っ
て
居
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
此
際
普
題
銀
行
は
本
来
の
任
務
た
る
商
業
金
融
花
、
主
力
を
註
が
し
め
る
と
刊
に
長
期
金
融
並
に
中
小
企
業
金
融
に
付
吉

夫
々
の
金
融
機
関
在
充
貸
し
、
或
は
財
政
資
金
を
以
て
一
部
柿
充
す
る
と
云
う
態
勢
そ
確
U
A

す
る
事
が
必
裂
で
あ
る
。

吋
第
二
に
此
揚
合
、
長
期
金
融
機
構
確
立
と
設
備
資
金
確
保
白
震
に
適
切
な

Z
施
策
を
必
市
立
と
す
る
事
で
あ
る
ロ

自
晶
返
資
金
が
封
日
援
助
の
打
切
り
で
今
後
先
細
り
と
友
っ
て
多
き
や
一
期
待
川
来
由
に
拘
ら
十
、
現
十
代
長
期
金
融
を
捲
首
す
可
き
本

格
的
な
金
融
機
関
と
し
て
は
開
殻
銀
行
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
共
資
力
た
る
や
極
め
て
貧
弱
で
あ
り
、
資
本
金
は
僅
か
百

七
十
億
岡
、
二
十
六
年
末
迄
の
融
資
究
結
は
百
一
一
十
九
億
岡
と
昭
和
二
十
六
年
度
設
備
資
金
需
型
見
込
禰
約
四
千
二
百
億
閣
の
三

%
に
止
ま
り
、
一
一
」
!
七
年
広
に
於
て
も
謹
用
可
能
資
金
は
二
百
三
十
億
闘
乃
至
二
両
五
十
位
向
と
設
備
資
金
需
要
見
込
額
約
四
千



六
百
億
閏
の
約
五
%
と
甚
だ
心
細
い
次
第
で
あ
る
。

斯
く
の
如
〈
長
期
金
融
の
中
植
機
関
た
る
閲
登
銀
行
の
資
力
が
貧
弱
で
は
長
期
資
金
の
閏
滑
な
る
供
給
は
仲
々
困
難
?
あ
る

が
、
基
礎
産
業
『
封
ず
る
設
備
資
金
が
十
分
確
保
出
来
る
か
否
か
は
資
木
蓄
積
。
観
鮪
か
ら
見
て
怪
め
て
主
要
な
る
問
題
で
あ
る

か
ら
、
此
際
開
護
銀
行
の
資
力
そ
早
急
に
強
化
じ
て
資
金
の
確
保
に
高
金
た
期
す
事
が
是
非
共
必
一
史
で
あ
る
。
而
し
て
共
忽
に
は

政
府
州
諸
H
P増
額
す
る
と
共
に
開
醤
銀
行
債
の
強
行
そ
認
め
る
事
い
か
必
要
で
あ
る
が
、
更
に
長
期
資
金
全
般
の
問
題
と
し
て
不
動

，
斉
金
融
機
関
白
整
備
等
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
ι削
れ
る
。

川
第
三
ー
に
中
小
企
業
金
闘
の
問
題
で
あ
る
。
中
小
企
業
は
刀
が
弱
い
鏡
、
イ
ン
フ
レ
に
際
し
て
も
J
T

フ
レ
に
際
し
で
も
共
犠

(
 

牲
者
に
な
る
傾
附
が
あ
る
が
、
我
園
経
桝
に
占
め
る
中
小
企
業
の
重
要
な
る
地
位
に
鑑
み
、
是
非
共
之
が
専
門
的
金
融
機
闘
で
あ

る
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
国
民
金
融
公
庫
等
社
育
成
強
化
し
て
中
小
企
業
金
融
の
悶
滑
化
を
計
る
と
共

ι金
融
ベ
ー
ス
に
乗
り

難
い
も
り
に
付
い
て
は
財
政
資
金
そ
積
極
的
忙
放
出
す
る
事
を
も
考
慮
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
一

に
次
に
養
本
蓄
積
陀
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。
之
に
付
い
て
は
金
融
戯
闘
の
預
貯
金
或
は
企
業
の
内
部
蓄
積
白
形
で
費
金
が
蓄

積
さ
れ
る
と
と
が
必
要
た
事
は
云
ろ
迄
も
な
い
が
、
支
に
共
等
の
養
金
が
生
産
性
心
向
上
に
役
立
つ
部
門
に
投
費
せ
ら
れ
て
始
め
て

買
に
資
本
の
蓄
積
が
可
能
と
在
る
事
社
十
分
認
識
せ
ね
ば
友
ら
な
い
。

ー

扱
て
養

J
蓄
積
争
促
ノ
4

唱
す
る
具
偶
的
方
策
と
し
て
第
一
に
考
慮
す
可
き
は
云
う
迄
も
な
〈
預
貯
金
白
一
増
強
策
で
あ
る
。
預
貯

金
増
出
の
筋
に
は
税
に
劃
す
る
嗣
民
の
恐
怖
心
を
一
掃
す
る
無
記
名
預
金
の
復
活
が
最
も
妓
果
的
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
金

融
界
で
は
早
く
よ
り
之
を
要
望
し

τ居
る
が
、
今
品
川
賞
現
在
見
ぬ
事
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
最
近
無
記
名
貯
者
償
雰
の
護
行
が
考
慮

せ
ら
れ
て
肘
る
や
に
体
え
ら
れ
る
が
、
こ
と
迄
来
れ
ば
金
融
界
白
要
望
を
容
れ
て
無
記
名
預
金
を
認
め
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

我
図
的
首
商
す
る
金
融
問
題
と
今
後
白
金
融
政
策

第
六
十
丸
巻

。

第
五
・
宍
擁

七



我
岡
山
首
国
す
る
金
融
問
題
L

と
今
後
白
金
融
政
策

第
五
・
六
競

i¥ 

事
宍
十
九
巻

一

思
う
。
三
十
六
年
七
月
以
降
一
員
施
中
の
投
市
町
信
託
が
年
末
迄
に
既
に
百
三
十
億
闘
に
も
達
す
る
好
成
績

E
示
し
て
居
る
事
は
他
に
色

々
の
現
由
は
あ
る
t
と
し
て
も
給
対
無
記
名
の
魅
力
が
大
き
左
姿
凶
で
引
む
っ
た
事
を
考
え
る
と
向
吏
此
感
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。

位)

第
二
に
企
業
の
内
部
蓄
積
促
進
策
で
あ
る
。
之
は
主
と
し
て
租
税
の
両
の
問
題
で
あ
る
が
、
此
鮪
に
闘
し
で
は
次
D
一
ニ
ワ
白

問
題
配
指
摘
し
度
い
a

、3
〆げ

け
先
官
今
般
究
施

f
uれ
た
法
人
税
率
の
七
%
引
上
げ
で
あ
る
が
、
従
来
の
三
ι
%
の
税
率
の
下
に
於
て
す
ら
企
業
は
課
税

の
針
象
と
な
る
所
得
た
減
少
さ
せ
る
魚
経
費

E
滋
曲
賞
す
る
傾
向
が
著
し
く
、
例
え
ば
脅
枇
白
J

妥
曾
費
は
一
日
二
億
固
に
も
達
す
る

と
も
一
7

一
わ
れ
て
居
る
。
侃
し
て
税
率
が
引
上
げ
と
な
れ
ば
賜
る
弊
風
が
一
一
腔
助
長
せ
ら
れ
る
事
が
懸
念
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
P

叉
奇
本
蓄
積
の
乏
し
い
我
因
企
業
が
更
に
商
事
の
礎
を
課
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
内
部
蓄
積
の
飴
力
が
減
少
す
る
の
み
か
、
唯
さ
え

多
い
借
入
金
を
吏
に
増
加
さ
せ
る
結
呆
と
な
る
事
は
不
可
避
と
一
E
b
ね
ば
な
ら
な
い
。

)
 

何
第
二
に
企
業
の
内
部
留
保
を
枕
の
両
か
ら
俊
過
す
る
事
で
あ
る
。
此
震
に
は
英
園
の
例
に
倣
ヲ
て
舎
祉
利
益
に
謝
す
る
法

人
税
の
税
率
町
内
部
留
保
に
向
け
ら
れ
る
場
合
と
枇
外
に
流
出
す
る
場
合
と
で
業
等
社
設
け
前
者
自
場
合
b
k
思
い
切
。
て
軽
減
す

る
事
が
必
要
で
あ
る
。
叉
同
定
資
産
の
償
却
に
付
い
て
も
二
十
六
年
よ
り
賀
施
せ
ら
れ
た
特
別
償
却
制
度
を
更
に
披
充
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
岡
山
う
。

い
第
三
に
徴
税
忙
笛
ワ
て
経
費
の
損
金
認
定
範
聞
に
引
力
牲
を
持
た
せ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
企
業
の
者
金
枇
費
の
源

で
あ
品
経
費
額
の
夜
食
を
一
一
府
鍛
絡
に
行
い
、
接
待
費
、
族
費
、
交
際
蓑
等
の
名
目
で
使
用
せ
ら
れ
る
賛
金
常
川
来
る
だ
け
少
く

し
得
る
様
な
法
的
措
置
を
講
す
る
と
共
忙
、
他
方
試
験
研
究
の
潟
の
設
備
取
得
に
要
す
る
支
同
等
生
産
陀
寄
興
す
Z
資
金
は
大
巾

に
損
金
と
し
て
扱
い
得
る
慌
に
す
可
き
で
あ
る
。



川
同
共
に
資
本
蓄
積
促
進
策
を
忘
れ
る
事
は
川
市
市
な
い
。
之
は
現
在
大
衆
化
投
資
徐
力
が
乏
し
く
、
又
曾
て
の
詮
朱
民
主
化
運
動

の
失
敗
で
園
民
が
投
資
に
臆
病
に
な
円

J

て
居
る
の
で
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
最
近
の
投
資
信
託
が
好
成
績
を
納
め
て
居
る

事
か
ら
見
て
枕
白
面
の
心
配
在
取
除
け
ば
倫
相
営
一
り
資
金
主
集
め
得
る
と
思
わ
れ
る
。
斯
る
観
鮪
よ
り
目
見
て
配
常
所
得
に
劉
ず
る
課

税
込
町
低
率
の
源
泉
-
本
に
す
る
と
か
、
或
は
叉
現
行
白
寅
買
手
数
料
の
軽
減
等
改
善
を
要
す
る
問
題
が
何
多
く
抽
閲
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
る
。斯

様
に
安
本
者
積
増
強
の
震
に
は
租
税
政
策
の
商
で
思
い
切
っ
た
改
革
を
必
要
と
ず
る
問
題
が
多
い
。
担
税
を
多
や
取
れ
ば
イ
ン

フ
レ
を
抑
え
符
る
と
云
う
事
は
一
放
論
と
し
て
は
正
し
い
と
し
て
も
我
閣
の
現
般
に
於
て
は
岨
税
を
之
以
上
増
徴
す
れ
ば
却
っ
て
資

金
を
樟
費
し
た
り
、
納
税
の
傍
白
借
入
が
増
加
し
た

b
、
或
は
労
働
生
産
性
が
低
下
し
て
イ
ン
フ
レ
を
進
行
せ
し
め
る
面
も
あ
る
事

を
是
非
共
考
慮
に
入
れ
る
必
盟
が
あ
る
と
思
う
。

回

以
上
詮
明
し
た
所
で
明
ら
か
な
如
く
我
園
経
梼
は
戦
争
の
傷
手
で
其
基
盤
が
著
し
て
弱
慨
佑
し
、
抵
抗
力
が
極
め
て
揚
佑
し
て
居

る
。
共
同
復
は
誠
吃
容
易
な
ら
ぬ
大
事
業
で
あ
っ
て
今
後
我
々
が
永
き
忙
亙
ワ
て
援
ま
ざ
る
努
力
町
続
け
て
始
め
て
夫
れ
が
可
能
と

な
る
事
位
戦
前
に
於
け
る
我
闘
の
経
済
的
資
力
が
責
は
明
治
以
来
六
、
七
十
年
来
の
ホ
き
に
亙
る
函
民
心
努
力
の
結
果
で
あ
っ
た
事

を
想
起
す
る
な
ら
ば
容
易
に
理
解
出
来
る
所
で
あ
る
。

更
に
今
後
我
闘
再
建
の
震
に
は
各
種
の
政
策
が
必
要
で
あ
る
が
、
政
策
の
立
案
並
に
賞
施
に
付
い

τ絶
封
に
忘
れ
て
な
ら
ぬ
事
は

根
本
的
左
問
題
に
付
き
常
に
一
貫
性
を
堅
持
す
る
事
で
あ
る
。
具
慨
的
な
政
策
に
付
い
て
は
立
案
者
の
立
場
、
或
は
問
題
白
種
類
等

第
五
・
六
競

調
園
白
嘗
甫
ず
る
金
融
問
題
と
今
後
回
金
融
政
策

静
六
十
九
巻

一
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我
園
田
賞
冒
す
る
金
融
問
題
と
今
後
。
金
融
政
策

第
六
十
九
巻

一

第
五
・
大
曲

O 

た
よ
う
て
色
々
異
っ
た
意
同
月
も
あ
ろ
う
が
、
要
は
色
々
な
意
見
を
綜
合
調
整
す
る
場
合
に
何
が
最
も
大
切
か
を
見
失
わ
ぬ
事
が
是
非

共
必
要
で
あ
る
。
斯
る
観
鮪
か
ら
目
見
れ
ば
以
ム
述
べ
た
イ
Y

フ
レ

D
防
温
、
資
本
蓄
積
の
促
進
と
云
う
二
つ
の
大
き
な
問
題
を
相
互

に
調
整
し
乍
ら
解
決
し
て
行
く
事
は
今
後
の
金
融
政
策
の
根
本
的
命
題
と
し
て
常
信
我
々
が
念
頭
に
置
く
可
き
で
あ
る
と
思
う
。

(
了
)

謀
本
稿
は
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
六
円
京
都
大
豊
鰹
関
畢
曾
大
曾
仁
お
り
司
令
公
開
講
演
要
旨
じ
芳
援
の
計
巌
を
若
干
織
込
ん
で
補
正
し
仁
も
の
で

あ

る

。

(

一

九

五

ニ

二

一

・

二

)

丸、


